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1 〇 日常的な感染対策の疑問解決し ます テーマになく ても 基礎など要相談で対応し ます。

2 × 吐物処理の実際 実技講習で吐物処理を 身につける

3 × 手指衛生講習 実技を ふまえた手指衛生について

4 〇 フ ィ ジカ ルアセスメ ント （ 1） 呼吸や循環等に関するアセスメ ント の見方

5 〇 フ ィ ジカ ルアセスメ ント （ 2）
Si mMAN３ G等シミ ュ レ ータ ーを 使用し て観察の

ポイ ント について実技を 通し て学びます

6 〇 フ ィ ジカ ルアセスメ ント （ 在宅版）
在宅（ 訪問看護や往診） などでの

フ ィ ジカ ルアセスメ ント の見方・ 取り 方

7 〇 急変対応シミ ュ レ ーショ ン
病院・ 施設における急変時対応について、

症例を 通し て振り 返り ます（ 要相談）

8 〇 急変前に対応するこ と
CPA（ 心肺停止） と なる前の観察と 異常の認知、

その対応

9 〇  Ｂ Ｌ Ｓ （ 基礎編） ガイ ド ラ イ ンに沿っ た一次救命処置の流れ・ 演習

10 〇 Ｂ Ｌ Ｓ （ 小児）
小児の一次救命処置の流れ・ 演習など

（ エピペン等）

11 〇 心不全を 知ろ う
現在の心不全概論、 急性期から 在宅まで、

介入のあり 方など

12 〇 心臓の解剖と 血行動態 心臓の解剖生理全般について

13 〇 心疾患の治療について
血管疾患、 不整脈疾患等の診断・ 治療や合併症に

ついて（ 疾患は希望に応じ て行います）

14 〇 脳卒中について 脳卒中の病気の種類と 経過、 後遺症　 等

15 〇 脳卒中後のコ ミ ュ ニケーショ ン支援
失語症、 構音障害、 高次脳機能障害など対応の

基本について

16 〇 脳画像と リ ハビリ テーショ ン リ ハビリ を 進める上での画像情報収集について

17 〇 糖尿病について 糖尿病の種類、 検査、 治療法、 シッ ク デイ 等

18 〇
糖尿病と シッ ク デイ の対処法

～避難所編～
災害時や病気の時など、 非常時における

対応について

19 〇 糖尿病治療薬の基礎 糖尿病に使用さ れる薬剤の基礎知識と 注意点

20 〇 糖尿病の食事について 糖尿病の食事療法や指導について

21 〇 乳がん看護 乳がん看護全般（ 希望に応じ て行います）

22 〇 抗がん剤の取り 扱いの基本 抗がん剤の正し い理解と 安全な取り 扱い

23 〇 抗がん剤投与中の患者支援 抗がん剤投与中における副作用と 支援方法

24 〇 抗がん剤の内服治療について 抗がん剤内服治療における注意点など

25 〇 遺伝性のがんと 遺伝子の検査について がんと 遺伝の関係について分かり やすく 解説し ます

26 〇 睡眠薬・ 安定剤について 睡眠薬等の違いと 飲み方など

27 〇 サプリ メ ント と 薬について サプリ メ ント の代表的な種類と 飲み方など

28 〇 漢方薬について 漢方薬の基礎

new 29 〇
抗がん剤( 注射) の調整方法と

ポイ ント について
抗がん剤( 注射) のミ キシング方法やその注意点など

30 〇 認知症患者と の関わり 方 認知症患者への関わり 方・ 環境調整など

31 〇 せん妄ハイ リ スク 患者のケア せん妄の理解と そのケアについて

どこでもメディカルセミナー メニュー表
 2025年2月 改訂 　 114講座

感
染
対
策

救
急
救
命

心
疾
患

脳
卒
中

糖
尿
病

が
ん
・
抗
が
ん
剤

薬
剤

認
知
症



人
気

No
ｵﾝﾗｲﾝ
対応

テーマ 講義内容

32 〇 認知症予防の豆知識 認知症を 予防するための生活習慣、 知識など

33 〇 認知症初期集中支援チームの活動 認知症初期集中支援チームの活動や役割について

34 〇
地域住民も 参加し ている
認知症サポータ ーと は

認知症サポータ ーのすすめ、 地域にどのよう に
広がっ ているか

35 〇 認知症疾患医療センタ ーの役割 認知症疾患医療センタ ーの概要と 果たす役割

36 × 認知症サポータ ー養成講座
認知症についての知識と 対応について学ぶ

（ 自治体と の調整が必要と なり ます）

37 〇 終末期の家族ケア・ 遺族ケア 終末期の患者家族に対するサポート

38 〇 緩和ケアっ て何？ 緩和ケアの概論

39 〇
高齢者施設における

緩和ケア・ 看取り ケア
緩和ケアと は、 終末期の体の変化、 看取り ケアの

ポイ ント 、 施設における終末期の家族ケア等

40 〇 癒し のエンゼルケア
エンゼルケアを 処置ではなく 「 ケア」 と し て提供

するための考え方・ 技術

41 〇 エンゼルケア エンゼルケアの実際

42 ×
カ ード ゲームを 通し て

「 も し も の時の話し 合い」 を 考える

前も っ て、 人生の最終段階における医療やケアに
ついて考え、 話し 合う プロセスを カ ード ゲームを

通し て紹介し ます。

43 〇 褥瘡予防 褥瘡発生因子と その予防、 スキンケア、 処置方法

44 〇 褥瘡予防のポジショ ニング法 適切なク ッ ショ ンの使用方法など

45 〇 施設・ 在宅、 褥瘡ケア( 講義型) 褥瘡ケアのコ ツやチームでの役割分担等

46 〇 創傷治癒のための栄養管理＋α
創傷治癒と 栄養管理の講義と 困っ ている症例への
個別対応。 ＋αでは症例により 検査データ の情報

を 事前に提示し ていただき 管理を 提案

47 〇 も れない・ ムレ ないオムツのあて方
排泄量と オムツの選び方、 正し い当て方、

スキンケア、 スキント ラ ブルの予防

48 〇 ナースが行う 排泄ケア
カ テーテル管理、 自己導尿、 スキンケアなど、

排尿日誌に基づいたアセスメ ント の方法

49 〇 爪のケア方法について～基本編～ フ ッ ト ケアと 手足の爪の切り 方、 ケア方法

50 ×
足の爪を 実際に切っ てみよう

～実技編～
施設で困っ ている利用者等の爪切り を 実技指導

スタ ッ フ の爪切り 技術を 磨き ます

new 51 スト ーマ管理（ 人工肛門）
スト ーマケア

スキント ラ ブル予防など

52 〇 寝たき り になら ない介護のポイ ント 寝たき り になら ない為の介護援助と 介護予防

53 × 持ち上げない、 痛く ない、 介護のコ ツ
「 ノ ーリ フ ト 」 の考え方を 知り 、 介護する人も

さ れる人も 痛く ないケアを 目指し ます。

54 〇 ト ラ ンスフ ァ ーテク ニッ ク 安全に行える移乗方法について（ 実技も 可能）

55 〇 I CUにおける離床のポイ ント 呼吸・ 循環など全身管理を 含めた離床の進め方

56 〇 身体拘束について 身体拘束と は・ 患者拘束時の注意事項　 等

57 〇 精神障害者が利用でき る社会資源 精神に係る職員が知っ ておき たい社会資源について

58 〇 高齢者の介護 認知症高齢者への関わり 方

new 59 〇 BCPの基本（ 介護事業所編）
BCPの概念について、 簡単なシミ ュ レ ーショ ン研修

を 通し てスタ ッ フ を 動機づけし ます

60 〇 特定行為研修の概要について
特定行為研修の概要、 その活動と 実際など様々な

疑問にお答えし ます。

61 〇30分
のみ

医療( 介護) 職者が行う 接遇について 医療（ 介護） 職者と し て行う べき 接遇マナー

62 〇 アサーショ ン あなたも OK、 私も OKで協働し ていく コ ツ

63 〇 医療介護職のスト レ スマネジメ ント 医療介護職の感情コ ント ロールを 学ぶ
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64 〇 呼吸リ ハビリ テーショ ン 排痰に必要な手技や在宅での運動処方など

65 〇 リ ンパ浮腫の対処方法 リ ンパ浮腫のセルフ ケアと 治療方法など

66 要相談 子供の言語発達障害について 言語発達障害児の療育方法について

67 〇 回復期リ ハビリ テーショ ンの概要
回復期リ ハビリ テーショ ン病棟と は。 スタ ッ フ の

役割と 日常生活動作支援ポイ ント

68
〇

60分のみ 腰痛の予防知識と 自己管理法 腰痛になら ないための極意

69 〇 フ レ イ ル予防について フ レ イ ルに関する最新知見や予防の体操など

70 〇 通所介護事業所での機能訓練 効果的な運動方法など

71 〇 テーピング スポーツ障害予防のためのテーピングなど

72 〇 大腿骨頸部骨折について 大腿骨頸部骨折の治療法や経過　 等

73 〇 病態別の食事について
様々な疾患の食事療法や指導について

例． 高血圧、 心不全など（ 希望に応じ ます）

74 〇 減塩のコ ツ 具体的な減塩のコ ツあれこ れについて

75 × 料理教室 食事療法や食事の工夫を 実践し てみまし ょ う

76 〇 高齢者の食事の工夫 飲込みや味覚等、 高齢者の食事の工夫について

77 〇 食事形態の選択 食事形態の決め方、 食事形態変更のタ イ ミ ング

new 78 〇
離乳食の進め方、 離乳食から 乳児食にな

る時のポイ ント
離乳食の作り 方や食べさ せる方法、

栄養と 発達について

new 79 〇 子ども のスキンケア 援助者が行う 、 子ども に対するスキンケアについて

new 80 × 子供の食物アレ ルギー アレ ルギーがある時の注意点

new 81 〇 スポーツ栄養 体づく り と 試合　 前・ 中・ 後の栄養

82 〇 健口・ 歯磨教室 口腔衛生指導（ 口腔ケア・ 食前体操など）

83 〇 口腔ケアと 体操を し まし ょ う 口腔衛生指導（ 口腔ケア） ・ 簡単な嚥下体操

84 〇 嚥下のリ ハビリ テーショ ン
嚥下機能を 良く し たい、 評価はどう する？など

具体的な進め方

85 〇 摂食嚥下の基礎知識 摂食嚥下のメ カ ニズム、 誤嚥のメ カ ニズム

86 〇 誤嚥・ 窒息の基礎知識
誤嚥と 窒息を 起こ し やすい場面、 誤嚥・ 窒息の

サイ ン・ 対処方法

87 〇 認知症患者の摂食嚥下障害 認知症患者の摂食嚥下障害の特徴と ケア

88 〇
脳血管・ 神経・ 筋疾患患者の

摂食嚥下障害
各疾患患者の摂食嚥下障害の特徴と ケア

89 〇 摂食嚥下障害がある方の口腔ケア
口腔ケアの目的、 口腔ケア時のリ スク 管理、

口腔ケア用品の正し い使い方

90 〇 摂食嚥下障害に関係する薬剤
薬剤が引き 起こ す摂食嚥下障害、 摂食嚥下障害を

防ぐ ための薬剤管理

91 〇 高齢者の摂食嚥下ケア
サルコ ペニア、 フ レ イ ルを 意識し た早期から の

支援について

92 〇 精神疾患患者の摂食嚥下ケア 精神疾患を 有する患者の特徴と 食支援について

93 〇 輸血における血液型の重要性
ABO血液型不適合輸血の対処法

メ ジャ ーミ スマッ チの時の異型輸血の状況

94 〇 輸血前に行う べき 検査 輸血前検査の重要性、 緊急時輸血への対応

95 〇 検査検体の採取・ 保存について 検体の保存条件による検査データ への影響など

96 〇
心電図の読み方

（ 基礎・ 緊急性の高いも の等）
基本的事項について、 緊急性の高い心電図と 、

それに気づく ポイ ント
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97 〇 超音波検査について
心エコ ー検査や腹部エコ ーの主な所見と 症例

（ 検査別に行う こ と も 可能）

98 〇 放射線について 医療従事者と し て知っ ておき たい放射線の知識

99 〇 内視鏡検査 内視鏡検査の最新情報と 看護ケア

100 〇 骨密度検査について 骨密度の検査方法について

101 〇 グラ ム染色方法について グラ ム染色や意義について。 演習・ 鏡検あり

102 〇 腎不全の療法選択 腎臓の働き と 透析の必要性について

103 〇 病理検査と は 病理診断科の業務内容

104 〇 HPVと 婦人科細胞診に関し て HPVと 子宮頸癌と の関連性と 細胞診の役目

105 〇 医療安全について（ 概論） 施設内における医療安全全般について

106 〇 医薬品の安全管理（ 薬剤関連） 薬剤に関するリ スク マネジメ ント

107 〇 医療安全について（ 各論） 転倒・ 転落・ 暴力・ 危険物取扱等の各論について

108 〇 医療安全について（ 医療機器） 医療機器全般に関するリ スク マネジメ ント

109 〇 看護倫理・ 職業倫理 倫理と は・ 倫理の考え方

110 〇 看護管理（ 目標管理） SWOT分析と 目標設定

111 〇 看護記録 連携時に必要なサマリ ーのまと め方

112 〇 看護研究を はじ めてみよう 看護研究の基礎

113 要相談 保険請求業務の基本 保険請求業務の基本（ 分野別に行います）

114 要相談
総合病院の入院費計算（ DPC） に

ついて
入院費（ DPC） のし く み
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